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都市におけるランドマーク・マウンテンの成立過程
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Formation Process of Landmark- Mountain in the Urban Areas 
Yasuo TSUGAWA
要　旨
　ランドマークは地理的空間における景観や風景要素の一つであり、人間の行動を支え、地域の
シンボルになるなど多岐に及ぶ特性を有している。とりわけ、自然的ランドマークの代表例が“山”
である。山は典型的な象形文字となるように、その姿・形がシンボリックな対象として認識され、
信仰の対象として位置づけられることも多く、人々の心に深く刻まれてきた。また、山は登山の
対象や人々の余暇時間の増加、ケーブルカーやロープウェイ等の技術発達に支えられ、レジャー
スポットになることもある。このように山は景観要素として認識され、空間認識ポイントや俯瞰
地点としての機能も果たしている。
　本稿においては、ランドマークとしての機能を有する山をランドマーク・マウンテンとして位
置づけ、地理的空間におけるランドマークとしての特性や意味（meaning：ミーニング）を把握
したものである。とくに、都市（市街地）に近接する山はランドマーク・マウンテンとして住民
との関わりを強め、時代の変化に対応しつつ多様な役割を担ってきた。それは、地域アイデンティ
ティを表象する存在にまで昇華したものと考えられる。なお、調査対象として取り上げた北海道
の函館、室蘭はゲートウェイ都市として港湾を基盤に発展し、それぞれ函館山、測量山がランド
マーク・マウンテンとして人々の空間認知を支えてきた。そして、時代とともにその役割が変化
しつつも、地域に欠かすことのできない存在となっていることが明らかになった。
Summary
　　Landmark is one of sceneries and landscape elements and has various features supporting 
human activities and serving as local symbol. A representative example of natural landmarks is 
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“mountain”. As kanji character of mountain is known to be derived from a typical pictogram, the 
shape and appearance of mountain are recognized as a symbolic object and many people see a 
mountain as an object of worship and take it into heart. In addition, increased leisure time and 
climbers and development in technology such as cable cars and ropeways made some mountains 
leisure spots. Thus, a mountain is recognized as landscape element and serves as spatial 
recognition point or downward view point. 
　　The paper sees mountains with a landmark function as Landmark Mountain and identiﬁ es 
the features and meanings as landmark in the topographical space. Mountains adjacent to urban 
areas have been more involved with the residents and taken various roles through the changes 
over time, which seems to have become a symbol representing local identity. The survey areas, 
Hakodate and Muroran in Hokkaido developed as gateway city based on the ports and Mt. 
Hakodate and Mt. Sokuryo helped people’s spatial recognition. The paper shows that those 
mountains have changed the roles over time but become something indispensable for the areas. 
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Ⅰ．はじめに
　ランドマークは地理的空間における景観や風景要素の一つであり、人間の行動を支え、地域の
シンボルになるなど多岐に及ぶ特性を有している。とりわけ、自然的ランドマークの代表例が“山”
である。山は典型的な象形文字となるように、その姿・形がシンボリックな対象として認識され、
人々の心に深く刻まれてきた。すなわち、山は色と形が明瞭に示されその位置も安定しており、
山名に動植物、神仏や方位等を施すことにより認知度が高まり、霊験あらたかな存在として信仰
の対象にも位置づけられることが多かった。また、江戸時代における街道の整備は数々の名所図
会にも描かれているように、山が街道のランドマークとして重要であったことを示している。
　山は都市プランの決定や人々の生活文化の醸成にも深く関わっている。たとえば、京都は風水
思想が具現化する中で条坊制による都市プランが施され、四神相応の配置と山が深く関わり、北
に玄武（山）が位置することから陸上の基準点として船岡山が用いられている１）。また、京都の
自然や風土をあらわす言葉として頼山陽が用いた「山紫水明処」は京都のイメージを端的に表し
ている２）。三方を比叡山、東山三十六峰、愛宕山などで囲まれた京都盆地は四季の移ろいを明瞭
にし、春夏秋冬、花鳥風月をめでる心を育み、京文化を創出していった。なかでも比叡山は寺院
の庭園と一体化する借景として取り込まれることも多かった。また、比叡山は天台宗総本山の延
暦寺を背景に、人々の余暇時間の増加やケーブルカー、ロープウェイ等の技術発達に支えられ、
レジャースポットになった。高度経済成長期には比叡山ドライブウェイ（昭和33年）が開通し、
観光や余暇を過ごす対象として比叡山がより身近な存在になり、京都盆地及び琵琶湖一帯を望む
新たな視点・視野を拡大する俯瞰点・眺望点・展望点として位置づけられるようになった。また、
毎年８月16日に行われる「五山送り火」では、東山如意ヶ嶽の「大文字」をはじめとして「左
大文字（大北山）」「妙法（松ヶ崎西山・東山）」「船形（西賀茂船山）」「鳥居形（嵯峨鳥居本曼荼
羅山）」など夏の風物詩として欠かすことができない３）。
　このように山は景観要素として認識され、単なる自然要素のみならず、空間認識ポイントや
ビューポイント、アイストップ及び俯瞰地点としての機能も果たすことになった。本稿においては、
ランドマークとしての機能を強く有する山をランドマーク・マウンテンとして位置づけ、地理的
空間におけるランドマークとしての特性や意味（meaning：ミーニング）を把握したものである。
とくに、都市（市街地）に近接する山はランドマーク・マウンテンとして住民との関わりを強め
生活空間と一体化するとともに、時代の変化に対応しつつ多様な役割を担ってきた。それは、地
域アイデンティティを表象する存在にまで昇華したものと考えられる。なお、調査対象として取
り上げた函館、室蘭は北海道のゲートウェイ都市として港湾を基盤に発展し、それぞれ函館山、
測量山がランドマーク・マウンテンとして人々の空間認知を支えてきた。両山がいかにランドマー
ク・マウンテンとしてのアイデンティティを獲得し、高めていったのかその要因を明らかにする。
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Ⅱ．ランドマーク・マウンテン成立の経緯とその役割
（ａ）シンボルとしてのランドマーク・マウンテン
　ランドマークは象徴性・記号性・場所性・視認性等の基本特性を有している４）。ランドマーク・
マウンテンもそれらの特性を保持しているものが多い。たとえば、日本の富士山は、日本のシン
ボルとして世界中にそのイメージが定着し、文化遺産としての世界遺産登録を契機にますます注
目度が高まっている。日本各地にそびえる山に富士の名を冠することも多く、好イメージの伝播
と見なすことができる。江戸時代では人々の間に富士信仰が高まることにより富士講が成立し、
江戸市中に富士塚が設けられ信仰心が満たされた。富士山を望むことの可能な地点に富士見坂等
の富士地名が散見されることなどにも景観要素としての意味を見いだすことができる。地域のシ
ンボルとして場所性を示す山の一つに“ボタ山”を挙げることができる。人工的な山であり、その
ほとんどは消滅したものの、かつての産炭地域において数多く見られた景観要素であり、福岡県
飯塚市においては地域の記憶遺産として位置づけることができる。
（ｂ）空間認識ポイントとしてのランドマーク・マウンテン５）
　空間認識ポイントや山の位置が意味を持つランドマーク・マウンテンは以下のように分類できる。
　①　都市プラン等における基準点
　藤原京造営に伴う大和三山や平安京造営に伴う陸上の基準点としての船岡山をはじめとして、
国立市（東京都）における都市プランでは国立駅から延びる富士見通が富士山を見通すパス（path）
として位置づけられ、通りの延長上に富士山を望むことができる。
　②　位置を示す地点
　各地の三国山がその例であり、旧国の境界に位置するものが多い。ちなみに、福島県・栃木県
境の三本槍岳はかつての会津・那須・黒羽の三つの藩がそれぞれ境界に槍を立てたとされる。ま
た、甲武信岳は甲斐・武蔵・信濃三国に跨がることに由来する。金沢（石川県）の卯辰山は金沢
城から見て東（卯辰）の方向に位置することから名付けられたと言われている。
　ちなみに、山名に方位（東西南北）を用いてその位置を示すことや前後左右を冠して相互の位
置関係を明確化することも多い。これらは、山を地理的空間に配置し、認識してきた結果である。
たとえば北アルプスの穂高連峰では、前穂高、奧穂高、北穂高、西穂高などと名付けられ、相互
の位置関係が示されている。
　③　総称としてのまとまりや宗教対象と位置
　古来より人々は山に対して自然崇拝の対象とし畏怖畏敬の念を込めるなど、大和三山、出羽三
山、上毛三山、北信五岳など特徴的な山を総体的に認識することも多い。
　④　山アテと日和山
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　船舶は陸上の山（アテ山）の見え方により自船の位置を把握し、漁場を確定することが多かっ
た。とくに日和（ひより）山は、航海の安全や船舶の位置を把握するためや、日和（天気）を見
るための山であり、酒田市（山形県）、石巻市（宮城県）、鳥羽市（三重県）など各地に認められる。
　⑤　アイストップとしての独立峰
　富士山に代表され、主に独立峰として均整のとれた富士山の山体と類似した各地の山がその例
となり、蝦夷富士（羊蹄山）、津軽富士（岩木山）、榛名富士（榛名山）等の山名がつけられてい
る。鹿児島県の開聞岳（薩摩富士）は、地形図上において同心円状の等高線が特徴的であり、戦
時中は様々な意味で目印とされた。
　⑥　三角測量における測量点
　日本の主要な山に三角測量の基準点として花崗岩製の四角い角柱が埋設されている。このよう
に、地域や都市におけるランドマーク・マウンテンは単なる景観対象としてのみならず、空間認
識ポイントとして機能することが多い。
（ｃ）三角点とランドマーク・マウンテン
　日本における近代技術の発達は、明治以降、欧米の技術を導入する形で進められた。近代測量
は三角測量によって行われ、三角点は起伏に富む地形の位置関係を求める基準として設置されて
いる６）。三角点には一等三角点を始めに５種の区分があり、一等三角点は最も基本的な枠組みを
有し、日本経緯度原点７）を出発点として、一辺が約45㎞の大三角網を形成し、三角測量により
水平位置が決定されている。三角点の多くは隣接する三角点相互間の見通しを確保する必要性か
ら、展望の良い山頂に設置されることが多い。
　三角点の置かれた山が都市におけるランドマーク・マウンテンとして認識されることは少ない
かもしれないが、国土地理院発行の地形図には重要なポイントとして位置づけられ、一等三角点
は登山者などにとって重要なランドマークとなり、三角点の設置とともにその山がランドマーク・
マウンテンとしての意味を含む対象として認識されている。
（ｄ）ランドサインとランドマーク・マウンテン８）
　アメリカ合衆国のロサンゼルスには、ハリウッド・サインがある。1923年に名も知られてい
なかった当地の宅地開発を宣伝するために、標高1,640フィートのリー山頂上付近に
「HOLLYWOOD LAND．」の看板が設けられた。その後、1949年に「LAND．」の部分が崩壊し撤
去された。1970年代に入ると「HOLLYWOOD」の部分も老朽化したため、サインすべての文字
が再建されることになったが、資金不足で思うように進まなかった。しかし、ロサンゼルスのシ
ンボルとして、また、映画産業のメッカであるハリウッドの象徴としての意味を強く持つこのサ
インは、新聞社、出版社、映画スター、歌手などが一文字ずつスポンサーとなることによって
1978年に再建された９）。看板に標示された文字と地名によって地域のシンボルとなったランド
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サインの代表例である。現在、その管理はロサンゼルス市とハリウッドサイン・トラストが行っ
ている。
　また、港湾都市神戸は，明治期の近代的築港事業以来、港の景観や機能と人々の生活を密接に
関連させ、地域アイデンティティを醸成してきた。現在、市街地の背後に位置する六甲山系の錨
山、市章山、堂徳山の斜面にピクトグラム、記号、絵、文字といった多種類のランドサインが確
認できる。これらのランドサインは、明治以降、現在に至るまでライトアップや電飾により、神
戸市のシンボルとして位置づけられてきた。
　さらに、多雪地域における山では、しばしば融雪時に現れる雪形を動物等に見立て耕作時期の
判断材料として用いている。雪形は季節におけるランドサインとも言うべき存在であろう。この
ように、山の斜面は人々にとって面的アイストップとなり、ある種のスクリーン効果を発揮する
ことが可能になる。とくに、地域や都市におけるランドサインは地域アイデンティティを反映し、
ランドマーク・マウンテンとしての意味が深まるものと考えられる。
（ｅ）技術発達とランドマーク・マウンテンの関わり
　日本における明治以降の近代化に伴う技術発達は、山の存在を地域住民にとってより身近なも
のへと導いた。それは、索道（ケーブルカー、ロープウェイ等）の建設であり、多くの人々を山
麓から山頂へ容易に移動させることが可能になり、人々に新たな眺望点・展望点を提供すること
ができた。また、モータリゼーションの進行とともに各地にドライブウェイが開設され、山頂に
至るアクセスが向上し山との関わりをより容易なものへと変化させた。併せて余暇時間の増加は
登山を始めとして、リフレッシュ空間としての山を強く意識することが可能になった。
　また、ラジオ・テレビ放送は電波の到達範囲を拡大するため山頂付近に電波塔を建設すること
も多く、各地に林立した電波塔が新たな景観要素になった。都市（市街地）周辺の人口稠密地帯
において顕著に見られ、大阪府と奈良県の府県境に位置する生駒山などは遠方より電波塔の林立
を望むことができる。
　以上のように、ランドマーク・マウンテンの役割は自然や人文の諸要素から成り立ち、時の流
れがさらなる機能を付加していった。
Ⅲ．函館の都市形成とランドマーク・マウンテン
（ａ）函館の都市形成10）・11）
　函館は函館山と亀田半島とを結ぶ陸繋砂州上に発達した。1873年（明治６）に青森と函館、
翌７年（1874）に東京と函館間に定期航路が開かれゲートウェイ都市としての基盤が形成された。
その後は鉄道の敷設や青森と函館を結ぶ連絡船が就航するなど交通拠点性が増し、港湾整備を始
め関連産業や関連施設の建設が進み都市機能が高まった。とくに北洋漁業基地としての発展は商
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工業の発展を促し人口も増加した。とは言え、低平な砂州上に展開する市街地や東西を海で囲ま
れる地形のため風が強く、1934年（昭和９）には大火に見舞われ市街地の大半を消失した。そ
の後、都市計画や土地区画整理事業を進め、防火対策のためグリーンベルトを配置するなど防災・
減災に努めている。
　第二次大戦後は北洋漁業の衰退や漁業基地としての釧路や根室などの漁港の台頭により、函館
の地位は低下した。それに代わり、函館は観光都市としての性格を強めていくことになった。函
館山や五稜郭といった観光要素や臨海部に広がる倉庫群のリノベーションによるウォーターフロ
ントの整備など観光地としての魅力を高めている。函館空港の整備も本州からの誘客に結びつき
利用客も増加傾向にあり、青函連絡船の廃止で落ち込んだ地域経済や人口減少に歯止めをかける
努力が続けられている（第１図）。
第１図　函館市街地「国土地理院1/5万地形図「函館」「五稜郭」（平成２年修正）」
???
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（ｂ）ランドマーク・マウンテンとしての函館山
　函館のランドマーク・マウンテンとして位置づけられる函館山は臥牛（がぎゅう）山とも呼ば
れ、高さ333.8ｍ、周囲約９㎞である。展望台や三角点、電波塔が位置する御殿山をはじめとして、
薬師岳、つつじ山、汐見山、八幡山等の峰々が重合しつつ全体に一体化しており、函館市街地や
海洋部からは独立した山塊として認識できる（写真１）。函館山及び市街地中心部は前者が陸繋島、
後者が陸繋砂州の関係となっている。函館山から扇状に伸びる砂州の展望は、昼夜間を問わず人々
の視野を集中させるビスタ（眺望）を提供している（写真２・３）。
　こうしたビューポイント、アイストップとして位置づけられる函館山だが、1889年（明治
22）から1945年（昭和20）までは国防上の拠点として防御施設の砲台や防空施設が設けられた。
すなわち、津軽海峡防御の拠点となったのである。この間、一般市民の立ち入りは厳しく制限さ
れ、測量・撮影・スケッチなどは禁止された。したがって、市民の憩いの空間はもちろん登山対
象になることはなかった。他方、函館山全山の要塞化は自然環境の保全には大きな効果があり、
防御施設の一角を除き動植物の保護が図られたともいわれている。要塞時代から軍用道路があっ
たが、第二次大戦後に開放されてから1953年（昭和28）に山頂まで道路が開通、翌年に展望台
写真２　函館港から函館山を望む
写真１　五稜郭タワーから函館市街地・函館山を望む
写真３　函館山山上から函館市街地を望む
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が完成した。
　第二次大戦後、函館山は大きな変化を迎えることになる。それは展望台の建設とロープウェイ
の設置である。1958年に運行を開始したロープウェイ（1988年改修）は、全長835ｍ、高低差
279ｍを約３分で結び様々な景色を楽しむことができる（写真４）。都市におけるランドマーク・
マウンテンとなる山の多くがケーブルカーやロープウェイを有することは、山が単なる自然要素
ではない対象としての存在であることの証であろう。
　函館山は電波送信地としても重要な役割を担っている。ＮＨＫ、ＨＢＣ、ＳＴＶ、ＨＴＢなど
の放送所があり、山上における電波塔の林立は展望施設とともに景観要素として認識でき、市街
地からのアイストップとして機能している。
　ちなみに、1932年（昭和７）に函館市小學校地理教育研究會により刊行された「函館市地理
読本」によると12）、函館山を次のように説明している『函館山は私達にとつてなつかしい山です。
明暮に眺めては「函館山の雪も消えた、もうすつかり春だ。」～中略～などと、四季の移り變り
をはつきり感じます。」～中略～「函館山の麓から連る電燈の眺めの美しさ、誰でも函館の夜は
美しいと言います。」～中略～「山は大層堅い岩で出來てゐて、五稜郭の濠や、今はありません
が辨
べん
天
てん
砲
ほう
臺
だい
の石垣は比の山の岩で造りました。もとは山登りが自由に出來て、殊に四月八日（陰
暦）には三十三番の觀音まゐりの人々でにぎはひました。」～中略～「函館山は要塞地帶として、
勝手に寫生をしたり寫眞をとつたり、飛行機で空を飛んだりしてはならないことになつてゐま
す。」（一部改変）』。このように、人々の生活に密接な関係が結ばれ、函館山が四季の変化を確認
する存在であり、すでに夜景への関心が芽生えている。また、観音信仰の対象となっているもの
の、軍事的な存在として立ち入りが禁じられ、その存在が秘匿対象になっていることも明らかで
ある。当時の函館山は人々にとって身近な存在ではあるものの視覚的な認識対象であった。
（ｃ）夜景の効果と函館山
　世界では夜景の美しさを競う都市としてイタリアのナポリ、中国の香港そして日本の長崎や函
写真４　函館山ロープウェイ
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館を挙げることが多い。夜景は人間の視覚において、図と地の関係から面的・暗黒な地に対し、
点的な光による図の展開といったコントラストにより成立する。それは、人々の夜間の営みを美
的にとらえることができ、多種多様な色彩を認識することでもある。高所から俯瞰することによっ
てより明確な夜景が認識可能で、都市における観光要素としても欠かすことができない。函館の
夜景は市街地が陸繋砂州に展開しており、扇形に無数に点在する光による効果や縁取りが明瞭に
認識可能であることもその理由の一つであろう。近年、夜景遺産として日本各地の例が取り上げ
られることも多いが、函館はその代表例となっている。
Ⅳ．室蘭の都市形成とランドマーク・マウンテン
（ａ）室蘭の都市形成13）・14）
　室蘭は鷲別岳の南麓と海岸段丘及び鷲別川・知利別川が形成した低地、そして陸繋島となった
絵鞆半島からなる。1799年（寛政11）に幕府直轄地となり、蝦夷における軍港の役割を担った。
明治に入ると開拓史設置に伴う札幌との連絡の必要性から道路建設、鉄道の敷設が進められた。
また、炭鉱開発による空知や夕張間の鉄道敷設に伴い室蘭港は石炭の積出港として機能した。
　その後、道内の鉄鉱石や石炭を用いた製鉄所の建設や鉄鋼業の成立に伴い工業都市として発展
を遂げた。しかし、第二次大戦後の鉄鋼業は好不況の波に揉まれながら企業合併等を繰り返すこ
とにより経営を維持し、その他機械・科学・セメントなどの立地と併せ工業都市としての機能を
維持している。また、海陸の結節点としての港湾都市整備も進められている（第２図）（写真５）。
（ｂ）ランドマーク・マウンテンとしての測量山
　室蘭市清水町に聳える測量山（標高199.63m）は、1872年（明治５）に「札幌本道（札幌－
室蘭）」を建設する際、陸地測量道路築造長の米国人技師ワーフィールドが、この山に登り見当
をつけたことから「見当山」と呼ばれていた。ちなみに、先住民族は同山をホシケサンベと呼び
海上からの目標とし、明治初年の和人は見当山と称したとされる15）。
　北海道開拓の礎を築いた松浦武四郎は、「ヲシケサンヘは、この辺にてすこぶる風景よし。形、
富士に似たる山なり。この上に観音にても安置してせば、おいおい参詣の人数もでき、上の辺り
を踏みならし、開拓の一助となることもあるべきに、いかにも普陀落世界というべき処なるなり
（東蝦夷日記）」と書き残している。測量山のランドマーク・マウンテンとしての可能性を示唆し
たものと言えよう16）。同山は北海道南部一帯の地形測量の基点となり、測量山山頂には一等三角
点補点（室蘭山：199.63ｍ）が置かれた。後に北海道開拓史における歴史的意義を後世に伝え
るため「測量山」と改称された。山頂部には、NHKをはじめとする地上デジタル放送の中継施
設やFM放送の送信・中継施設や鉄塔が設置されている。1958年（昭和33）にＮＨＫ総合テレ
ビ塔、続いてＨＢＣ、ＳＴＶ、ＮＨＫ教育などが立てられた。1967年（昭和42）には山頂部が
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測量山山頂公園として整備された。測量山は多くの鉄塔・テクノランドマークの存在が視野に入
ることから、ランドマーク・マウンテンとして位置づけることができる（写真６･７）。
第２図　室蘭市街地「国土地理院1/5万地形図「室蘭」（平成18年発行）」
写真５　測量山から工業地区を望む
測量山
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（ｃ）地域活性化とランドマーク・マウンテン
　1988年（昭和63）に開催された「むろらん港まつり」に併せて、測量山に林立する電波塔の
ライトアップが行われた。その後、市民運動により継続され連続点灯が続いている。室蘭ルネッ
サンスの一環として取り組まれており、市民の誕生や結婚等の慶事、転出入の挨拶、会社の創立
といった記念日に点灯され、協賛金をもとに継続されている。室蘭市の基幹産業である鉄鋼業の
衰退によるイメージの低下に一石を投じる「測量山ライトアップ」として、地域イメージの醸成
に結びついている。函館山が山上からの夜景景観を鑑賞する場として位置づけられるのに対し、
測量山は市街地からカラフルな電波塔を仰ぎ見るアイストップ効果が発揮されているものと言え
よう。
Ⅴ．おわりに
　以上のように、ランドマーク・マウンテンの機能は多様であり、山頂等からのビスタ（眺望）、
ビューポイントの成立、周囲からのアイストップとして位置づけることができる。そして人々に
とって見る・見られる存在として重要な意味（ミーニング）を含んでいる。それは、人々の空間
認識・認知を支えるポイントとなり、空間的特異点として機能する。すなわち、ランドマーク・
マウンテンはわかりやすさ（レジビリティ（legibility））を発揮し、地域のシンボル、地域アイ
デンティティを有する例も多い。ランドマーク・マウンテンは人々の視線を集中させ、焦点化し、
空間を構造化し、場所化する作用を促すための空間認知のエレメントとして機能し、景観構成要
素であるランドマークの基本特性が反映される場として位置づけることができる。ランドマーク・
マウンテンは当該地域のシンボルとしての機能を有することが多く、人々にとって地域や都市の
イメージを醸成する場となり、余暇空間、認知空間として位置づけることができる。とくに第二
次大戦後は輸送技術の発達やモータリゼーションの進行とともに、山が大衆化し人々にとって身
写真６　室蘭市街地から測量山を望む 写真７　測量山山頂公園（手前：三角点、遠方：白鳥大橋）
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近な存在となっていった。
　ランドマーク・マウンテンの果たす役割は多様であるが、空間的・景観的な意味においては、
特異点、アイストップ、ビューポイントとして機能している。山は本来、地形や植生によって把
握可能な地理的空間における自然要素である。しかし、人々との関わりが増すことにより身近な
存在となる山は人文要素を含む重要なランドマークとなる。そして、景観的にはアイストップ、
ビューポイントとしてレジビリティや地域アイデンティティを醸成可能な存在にもなる。加えて、
ランドマーク・マウンテンは昼夜を問わずその存在感を発揮する。ランドマーク・マウンテンは
都市空間における認知対象として機能し続けるのであろう。このような意味を再認識しつつ、ラ
ンドマーク・マウンテンの意味（ミーニング）をとらえ、地域や都市におけるミーニングや地域
アイデンティティを表象する存在として地域づくりや景観形成に活かす必要があろう。
（つがわ　やすお・高崎経済大学地域政策学部教授）
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